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 ☆朝読の本、何を読もうか困っていませんか？ 

みなさん、朝読の時間はいかがですか？楽しい時間になっていますか？ 

図書館では、朝読におすすめの本を紹介しています。短い時間で話が完結するショートストーリーや

一つのテーマでいろいろな作家の作品が集められたアンソロジーなど、新しい作品にふれる絶好の機

会だと思います。ぜひ、図書館に来てみてください。 

また、スポーツや美術・音楽・家庭科に関する本など、「部活に役立つ本」もたくさんあります。物語の

本を読むことだけが「読書」ではありません。いろいろな本に触れて、朝読を有意義な時間にしてくださ

いね。 

☆100冊以上本を借りた人は、いつでも 5冊借りられます！ 

みなさんの中には、いつでも図書館の本が 5冊借りられる人がいます。図書委員の人と、入学して

から図書館の本を 100冊以上借りた人です。夏休み前、冬休み前の長期貸出期間だけでなく、いつ

でも 5冊借りられるといろんなジャンルの本を借りることができ、興味の幅がどんどん広がっていくと

思います。1年生のみなさんもどんどん本を借りて 100冊を目指してください。読みたい本がどこにあ

るかわからなかったり、読みたい本がなかったり、困ったことがあったら、司書に声をかけてください。 

 

☆新しい本やリクエスト本もどんどん入ってます！ 

2023 年の本屋大賞受賞作で凪良ゆうさんの『汝、星のごとく』や、安壇美緒さんの『ラブカは静かに

弓を持つ』、青山美智子さんの『月の立つ林で』をはじめ、リクエスト本の『勉強が面白くなる瞬間』（パ

ク・ソンヒョク著）や『龍に恋う 5』（道草家守著）などが入っています。今年度もみなさんが読みたい本、

みなさんに読んでもらいたい本をいろいろなジャンルから探して購入したいと思います。読みたい本が

貸出中の時は、予約すると順番にお知らせしますので、予約・リクエスト申込書を活用してください。 

 

☆前年度に借りた本のリストがほしい人は司書まで 

 2,3年生のみなさん、前年度自分はどんな本を読んだか覚えていますか？また、何冊読破したか知り

たいと思いませんか？一年間の記録を手にして、もう一度読み返してみたくなる本もあるかもしれませ

ん。希望者には、借りた本のリストを作成してお渡しします。ぜひ、司書まで申し出てください。 

 

新刊の紹介（５/１～） 

分類 書名 著者 内容

どうなってるの？投資のしくみ

①投資ってなに？～お金を育てる

～

藤田智子／監修

投資とは、将来のためにお金や力を投入することで

す。まずは、投資とはなにか、正しい知識を身につ

けることが第一歩です。

どうなってるの？投資のしくみ

②投資は危ない？～リスクの正体

～

藤田智子／監修
リスクを最小限にするには、どういったリスクがあ

るかを学ぶことが必要です。

どうなってるの？投資のしくみ

③社会を変える？～投資の役割～
藤田智子／監修

「投資とはなにか」を学ぶことによって、自分の可

能性を広げましょう

勉強が面白くなる瞬間　読んだら

すぐ勉強したくなる究極の勉強法

パク・ソンヒョク著／

吉川南訳

全国高校グランドチャンプ本！一人残らず勉強した

くなる魔法の本

正解のない問題集　道徳編　 池上彰　監修
世界には「正解」のない問題がいっぱいだ！学校で

は学べない大切なことを考える

4:自然科学 ジュニア空想科学読本　㉕ 柳田理科雄
理科ってこんなに面白い！マンガやアニメを科学的

に検証第25弾！

街とその不確かな壁 村上春樹
村上春樹が、長く封印してきた”物語”の扉が、いま

開かれるー

龍に恋う　五 道草家守 二人に試練が訪れる、第五巻

銀河鉄道の父 門井慶喜

第158回直木賞受賞作　天才・宮沢賢治の生涯を父

の視線を通して活写する、究極の親子愛を描いた傑

作

かがみの狐城　上下 辻村深月
2018年本屋大賞受賞作　予約の多い作品につき文庫

本を入れました

成瀬は天下を取りにいく 宮島未奈 かつてなく、最高の主人公、現る！

くもをさがす 西加奈子
カナダで、がんになった。あなたに、これを読んで

ほしいと思った。

噓つき魔女と灰色の虹 そらる
歌い手そらる初小説　”イロ”が失われた世界。色彩

が見えるのは”魔法使い”だけー

3:社会科学

9:文学

 

〈おすすめの 1冊〉 

『成瀬は天下を取りにいく』 宮島未奈 著 

        物語の舞台は、滋賀県大津市。「他人の目を気にすることなくマイペースに生きている」

成瀬あかりの中学 2年生から約 4年間の生き様が描かれている。群れない、媚びな

い、空気は読まないけれど、おごらず、騒がず、強制もしない。ただ、自分のやりたいこと

を自分が納得できるようにしているだけ。自分が人生のどこかで別れてきた「どこか」や

「何か」が共鳴する唯一無二の青春小説。                                           

 


